
印刷して学⽣
みなさんで

お読みください︕

私たちは持続可能な開発⽬標(SDGs)を⽀援しています。

QBK NEWS
福岡教育⼤学⽣協
社会的活動の取り組み

取り組み概要
⽇時：10⽉〜12⽉
場所：⽣協SHOP,SNS,学内教室
参加者数や組合員の反応：
リリパックを回収BOXに⼊れてくれる⼈
が出てきた。説明会には約40組が参加。

背景や概要：福岡教育⼤学では、社会的
活動がこの間多くおこなわれました。
様々な現状からよりよくしようと学⽣委
員会・アドバイザーが中⼼となり様々な
活動に取り組みました。

01 リリパック回収BOXの設置

02 UTEF COOP Onigiri Action 2023

組織を超え、多くの人を巻き込んで！

気軽にできる国際貢献として、公式SNSでOnigiri Actionのリレー投稿がお
こなわれていました。SHOPのおにぎりコーナーにもPOPを作成し、多く
の組合員へOnigiri Actionの存在を伝えることができていました。また、学
⽣委員会のみでおこなうのではなく、別組織であるアドバイザーとも協⼒
し、多くの組織を巻き込んでの実施となりました。

03 入学準備説明会で防災についての説明

アドバイザーが主催する⼊学準備説明会で新⼊⽣と保護者に向けて、⼤学
周辺の様⼦と防災について説明がありました。⼤学の周辺は⼟砂災害警戒
区域ということもあり、これまでに実際におきた⾃然災害についても伝え
られていました。新⼊⽣へ避難所の案内はもちろん、⼤学⽣になってから
の防災について意識してほしいことも伝えられている点が素晴らしいです
ね。

回収率向上のための工夫を！

回収BOXを設置する前までは⾷堂前のゴミ箱に多くのリリパックが捨てら
れている現状がありました。まずは、回収できる場所を設置しようという
ことで回収専⽤のBOXが設置されました！BOXが設置されてから徐々に返
却してくれている⼈が現れています。また、リリパックの回収⽅法につい
て知らせるためSNSでの宣伝も定期的におこなうようにしました。
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大学周辺の避難場所と防災に対する心構え


